
 

 

 

エリアかくべえ 
 

電界強度計算方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

http://kakube.rcc.ne.jp/
Mouse
タイプライターテキスト
http://kakube.rcc.ne.jp/

http://kakube.rcc.ne.jp/
Mouse
タイプライターテキスト
『エリアかくべえ』は、『電波法・告示640号』に完全に準拠した計算が可能です。
実測に近いその他の参考計算も可能ですが、電波申請には『電波法・告示640号』に
完全に準拠した計算で提出しなくてはなりません。
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テレビジョン放送、FM放送の場合 

 

［地図デ－タ－］ 
   電界強度の算出に必要な地形は、国土地理院発行の５０ｍメッシュ標高数値地図と２５０ｍメ    
ッシュ標高数値地図を使用しています。 
また、国土地理院行政界数値地図、国土地理院土地利用数値地図を使用しています。 

［２５０ｍメッシュ］ 
   画面上の地図表示は２５０ｍメッシュ標高数値地図でおこなっています。 
 都市減衰計算のクラッタ－係数は２５０ｍ標高数値地図の１Km平方内の住宅A,B（国土地理院 
土地利用数値デ－タ）の数で評価しています。 

［５０ｍメッシュ］ 

プロフィ－ルの描画と伝搬損、回折損などの計算は、５０ｍメッシュ標高数値地図でおこなって

います。 

［地球の等価半径］ 
地球の等価半径は、8、５００Km（地球平均半径の約3分の４倍）としています。 

［基本計算式］ 
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         ERP ：実効輻射電力  P×G（Kｗ） 
                P   送信機の出力電力（Kｗ） 
                G   アンテナ利得（相対利得） 

         送信機からアンテナまでの給電線の損失を含み、指向性がある場合はその 
         最大方向の利得 

         ｄ   ：送信点－受信点間の距離（Km） 
  その他のパラメ－タについては次ペ－ジ以降で説明いたします。  
 
特別な場合として、回折がない場合は上式が、 

       11  nAA      ⇒ 0A  

       nSSS 21 ,   ⇒１ 

   となり、 
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として計算します。 
 
 



［ 送信アンテナの水平、垂直指向特性 VH DD  について］ 

   ペンタブレットによって、任意にパタ－ンを入力できます。 
 
（水平パタ－ン） 
    中心点と真北方向の円の最大値をペンで入力すれば、描くべき円が決まります。 
その円内にペンで各角度の指向性を入力します。 
修正はそれぞれ自由にできます。 
最終デ－タは0.5度毎の数値でファイル名を付けて保存されます。 
後から、同じ様なパタ－ンを呼び出し修正して目的のパタ－ンを簡単に作成することができま 
す。 

 
（垂直パタ－ン） 

  上向き２０度の０点と、下向き90度のグラフの最大点の2点（対角線）を指定することによ 
って 入力のグラフ範囲を決定します。また、任意の角度（対角線）を指定することにより入力 
範囲を指定できます。 グラフの目盛は 対数またはリニアのどちらでも選べます。 
このグラフの中にペンでパタ－ンを描きます。 
修正はそれぞれ自由にできます。 
垂直パタ－ンは 水平面の4方向のパタ－ンを全て入力します（同じパタ－ンの場合 簡単に、 
コピ－、ペ－スト可能です）。 
４方向の方位は 水平パタ－ンの方位に従って重みをつけることができます。 
最終デ－タは 0.5度毎の数値でファイル名を付けて保存されます。 
後から、同じ様なパタ－ンを呼び出し修正して目的のパタ－ンを簡単に作成することができま 
す。 
 

（3次元パタ－ン） 
  上記の水平、垂直パタ－ンを入力した後に、3次元で総合パタ－ンを確認できます。 
3次元パタ－ンは、円筒グラフと 球グラフの2通りで表示できます。 

           

［ 11  nAA  および 0A の求め方］ 

   11  nAA  及び 0A は、反射波による直接波の減衰量を規定しています。 

この減衰量は下図に基づいてＡ’グラフによって求めます。 

ただし、反射波が遮蔽される場合は、 

         0A ＝1   Ａ’＝２０log 0A ＝０ 

となります。 
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［ 11  nAA  および 0A の減衰量 Ａ’ について］ 
Ａ’ は テレビジョン放送のＶＨＦおよびＵＨＦ またはその他の３つのグラフに別れています。 

これらの図の記号は次の通りです。 
  ＊ｄ は2点間の地図上の距離 （Ｋｍ） 

＊送信点、受信点が見通しの場合 

ｈ１およびｈ２は2点の海抜高からそれぞれの2点間の反射点の海抜を差し引いた値（ｍ）と 

します。 

  ＊送信点、受信点が地球の曲率のために見通しの関係にない場合。 

   ｈ１ 及び ｈ２ は２点の 海抜高（ｍ）とします。 

ＶＨＦテレビジョン放送（３００ＭＨｚ以下）の場合のＡ’ は次の表から求めます。 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

  



ＵＨＦテレビジョン放送（３００ＭＨｚを超える）の場合の Ａ’ は次の表から求めます。 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

  

  

  



その他の放送についての Ａ’ は次の表から求めます。 

 

   

 

 

 

 

  

  

  

  



［ nSSS 21 , について］ 

   nSSS 21 , は山岳の回折損失を求めるものです。 

 

ｄ１  ：送信点から1番目の山までの距離 
ｄ２  ：1番目の山から2番目の山までの距離 
ｄ３  ：2番目の山から受信点までの距離 
 
回折損対象リッジの遮蔽高は次の方法で求めます。 
H1   ：送信アンテナ輻射中心高と2番目の山の頂上を結ぶ直線と1番目の山の頂上を通る鉛直 
        線との交点の海抜高を1番目の山の海抜高から引いた値 
H2   ：1番目の山の頂上と受信点を結ぶ直線と2番目の山の頂上を通る鉛直線との交点の海抜高  
        を2番目の山の海抜高から引いた値 
 

iddd  21 は送信点から i番目 の山までの地図上の距離（Km）。 

1id  は  i番目の山から i+1 番目の山（i=nのときは受信点）までの地図上の距離（Km）。 
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i  番目の山に対応するDi及びHiを求め、次の表から求めます。 
FM放送局の場合 

TV放送局 VHF（３００MHz以下）の場合、 

TV放送局 UHF（３００MHzをこえる）場合、 

 
 
 



上記の具体的な計算例 
 

ERP ：実効輻射電力  P×G（KW） 
       P   送信機の出力電力（KW） 
       G   アンテナ利得（相対利得） 

＊ 送信機からアンテナまでの給電線の損失を含み、指向性がある場合はその最大方向 
の利得 

ｄ   ：送信点－受信点間の距離（Km） 
DH  ：送信アンテナの水平指向特性 
DV  ：送信アンテナの垂直指向特性 
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    及び H1,H2を求め、前図より 
S1   ：1番目の山の回折損失 
S2   ：2番目の山の回折損失 
を求めます。 
 
伝搬損失Aについては、送信点から1番目の山の間及び受信点の直前の山と受信点間の2点につい

てだけ考慮します。 
 
上の例では、 
A1  ：送信点から1番目の山までの反射波による減衰 
A3  ：２番目の山から受信点までの反射波による減衰 
 
A1  ：反射波が山で遮蔽されているので 
      A1=1     A’１=２０logA1＝０（ｄB） 
A3  ：反射波が遮蔽されていないので 
       図表から求めた値になります 
 
C   ：都市減衰はVHFの場合 C=1 
       UHFの場合以下に述べる方法で求めています。 
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［ 都市減衰 C について］ 

Ｃ は、受信点が市街地にある場合の受信電界強度の減衰の度合いです 
 
（１） ３００ＭＨｚ以下の周波数の場合  Ｃ＝１とします。 
（２） ３００ＭＨｚをこえる周波数の場合。 

ア、 受信点が市街地内にない場合。 
次の表から求めます。 

               
イ、 受信点が市街地内にある場合。 

次の表から求めます。。 
 

 
       
      この図のΓは クラッタ－係数（建造物密集度）で 告示集では、 
          「受信点を中心とする１キロメ－トル平方の地表の平均の高さから１０メ－トルの高さ 
            における１キロメ－トル平方内にある建築構造物の水平断面積の総和の１平方キロメ 
            －トルに対する百分率（％）。」 
      と規定されています。 
 

 

 



      本システムでは、国土地理院土地利用数値地図の土地利用区分 住宅A、住宅B（工業地帯） 
      が 受信点のまわり １Km四方の中に占める割合を ２５０ｍメッシュで計算し、上の図表 
      から求めています。 
         ここで、 
          市街地は Γ＝１（％） 以上の場合とします。 
       
     この時、受信点から送信点（送信点が山などで遮蔽されている場合は、受信点に最も近い山） 
     をのぞむ 仰腑角φ（rad）がパラメ－タになります。 
     この仰腑角φ（rad）は、地球の等価半径を考慮した角度を使用します。 
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